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 ９月８日（月）に藤間中学校を会場として、第１回算数・数学科授業研究

会が行われました。イノベーション人材育成教員の鴨田哲輝先生による授業

（単元名「一次関数」）を基に事後研修会を行い、最後に県指導主事から指導

助言をいただきました。 

 以下は、それぞれの学習場面における研修者の声です。（事後研修会で使用

した付箋からの転記です。黄：成果、赤：課題、青：その他） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業改善グランドデザイン「授業改善チェックリスト」より  ※ 本時で特によかったと思う点 

☑ 教材との出合わせ方を工夫し、「考えたい」「やってみたい」という思いを引き出すようにしていた。 

☑ 子どもと子どもの発言をつないで、 集団で学び合える授業づくりをしていた。 

☑ 分からないことを「分からない」と言える安全・安心に学べる学級になっていた。 

☑ 授業で何がわかり、どのようなことができるようになったのか、自分の言葉で学んだことを振り返

らせていた。 

イノベーション人材育成推進教員活用事業 

既習からの本時の問い

「グラフからでも読み取れ

るの？」が、生徒の問いとな

っていた。 

切片や変化の割合についてし

っかり復習を兼ねた問題を行わ

せており、隣の人と確認してい

る。変化の割合の答えだけではな

く、どうやって考えるのかまで話

し合わせている。 

kahoot!の活用、積極的に

ＩＣＴ機器の活用、生徒が

使い慣れている。日常的な

指導が生かされている。 

変化の割合「２」を見つけ

る「作業」になっている。根

拠や筋道を事前に確認して

おきたい。 

傾きが変化するとどうなるかを

GeoGebra で見せた方がよかったので

はないか？具体的に a=2 から a=3 に

なると右に１行くと上に３行くから

傾きが急になるという例がないと難

しい子もいたのかもしれない。 

「ｘの正の方向に１進んだ

ときのｙの増加量」を大切

にしたかった。グラフで見

るよさを実感させたい。 

 

全員が授業に参加し、楽

しく活動していた。日頃か

ら生徒との関係の良さがす

ばらしいのですね。 

生徒の定着の様子は

授業中どのように確認

しているのか。 

生徒の話し合いをよ

く聞いていて話し合い

の中で出た話題を全体

で取り上げている。 

 ペアでの対話を促すこと

で、下位生徒を拾い、上位生

徒のアップデートの場にな

っており、よかった。 


